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ニュースレター【事務局情報】 

 短編小説「釣り針」（①～③） 「釣り針」① 

「上人さま、釣れますか」 

 池に釣り糸を垂らしていた坊主は、声をかけられた方へ向かって、振り返った。 

「おお、太郎か」 

 その目には目の前の子供を優しくいとおしむ気持ちがあらわれていた。 

「今日はいい天気ですね」 

 太郎と呼ばれたその少年は、そう言いながら坊主の座っているあたりを眺めた。 

「いやはや、うまく釣り上げられないもんだわい」 

 坊主の横に置いてある小さなつぼには水が張ってあるばかりで、魚は一匹も入っていなかった。 

「上人
しょうにん

さま、釣れますか」 

 ある日、少年はまた釣りをしている坊主にたずねた。 

「いやはや、なかなかこれがどうにも」 

 坊主は困った様子もなく、そう答えた。少年は坊主がいつも釣りに来ているのを知っていた。いつの

まにか池のそばに座っていて、いつのまにかいなくなっている。 

少年は坊主のあたたかそうな背中をいつもそれとなく眺めていた。・・・つづく

〈ゆいか〉 

事務所の花シリーズ「アサガオ」 

スプリットペダル八重咲きで 5センチ以上あり、たくさんのピンク。底は白で花

の寿命も一重より長く、ぐんぐんと伸び優しく彩が素敵です。〈渋谷〉 

連載 「武道宝鑑」第２弾 磯貝 一 <柔道指導の心得> 

○修行の原則 １ 二、指導上に心得べきこと  先ず投げ技と固め技との関係からい

うと、これはその何れが価値が大で、何れが小だと断定し得るものではない。見方によっ

ては価値を論ずる事も出来るが、現今の柔道に於いてはその価値を論ずるよりも如何

にしてその双方を完全に修得せしめるかという事を考えねばならぬ。即ち立っても寝て

も強い人にしなくてはならなぬ。そのためには、投げ技に於いてまずその基礎を作らせ

る事である。投げ技が相当出來た後、寝技を修行すると双方とも上手になれるが、始めから寝技をやらせた後

に投げ技をやらせると、どうも双方上手になることが難しい。勿論これも程度の問題で、寝技を修行させて後に

投げ技をやらせ手も相當にはなれるが、少なくてもその双方共に上手だと思いはしめる程度になることは、實

驗上困難なことに属する。そこで原則としては、投技から固技寝技に入るということにしなければならない。こ

の点は、修行者にもよく理解徹底せしめてその修行をして誤らしめないように指導すべきである。 つづく 
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